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巻　　頭　　言

九州地区大学体育連合会長　斉　藤　篤　司

大会のメインテーマ「大学体育の質保証と評価」も３年目を迎えた。斉藤宣言を行った手前，平成
28年度も九州地区大学体育連合のメンバーで科研費（基盤B）を申請しましたが，２連敗を期しました。
ただ，申請書を書いていると，どうしても大学体育の目的は何か，ということに触れないで考えるこ
とができず，思考が停滞してしまうことが多々ありました。どうしてなのでしょう。もちろん，大綱
化以降，教養教育における大学体育の目的はその大学のポリシーに沿ったものであるべきで，大学個々
により異なってしかるべきです。しかし，大学を卒業してきた学生を評価するのは大学ではなく，体
育教員でもなく，社会なのではないでしょうか。
『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら』のドラッカーが，

『創造する経営者』（1964年）の中で，こんなことを言っています。「成果と資源は企業の内部にはない。
いずれも外部にある。」「成果は，内部にいる者や，企業の支配下にある者によって決められるのでは
ない。市場経済における顧客，統制経済における政府当局といった外部の誰かによって決められる。
企業の活動が，成果を生むか無駄に終わるかを左右するのは，企業の外部にいる者である」。ドラッ
カーの言っていること本当にわかっているのか，といわれると，わかりません。しかし，大学体育が
いかにその大学のポリシーに沿って，目的をつくり，その目的を達成すべく，授業が行われたとして
も，評価するのは大学の中にはないのではないかと言うことです。

今日の大学体育では，コミュニケーション能力や社会性，ストレス対処能力の低下という大学や社
会の要請を踏まえたカリキュラム改変も行われようとしています。すなわち，体育教育を通して，他
者とコミュニケーションをとる力や社会で必要とされる規範意識，あるいは，さまざまなストレスに
打ち克つ力などを身につけさせようというものです。そこで評価される能力としての様々なスキルに
対し，大学体育がどう寄与するのか，および，その評価方法について検証し，大学および社会に貢献
する体育授業の構築を目指すことが求められるべきです。そして，大学の体育教育における目的と評
価を体育教育の内部で完結させるのではなく，他者評価，つまり，大学に対し，さらには社会に対し
どのようなベネフィットをもたらすかに重きを置くことにより，教育方法の質的転換をはかることも
重要となります。教育の成果として，21世紀型市民の育成が求められる中，係る能力を教育し，他者
評価することが大学の学修成果の可視化（「これからの大学教育等の在り方について（第三次提言）」，
教育再生実行会議，2013）につながるでしょう。体育教育における身体活動には教養として求められ
る規範と倫理，感性と美意識，主体的に行動する力などが潜在し，身体感覚として身に付けられる「修
養的教養」は思考や行動の規範となり，「個人と社会」「自己と他者」の相互関係と個人としての「自
律性」を育成する上で，基盤を形成すると考えられます。

批判を恐れずに言えば，大学体育は，体育をアイデンティティとしながら，ともすると専門領域の
研究をすることで「体育教育で何が獲得できるか」という本質的問題の解決から逃げてきたのではな
いでしょうか。大学体育教育における目的と評価は体育教育の内部で完結させるのではなく， 他者評
価，つまり，大学に対し，さらには 社会に対しどのようなベネフィットをもたらすかを考えた教育へ
と質的転換をはからなければならないのではないかと考えます。
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